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[ 1 ] 定積分
Z 1

1

dx

x
√

x2 − 1
を計算せよ（

√
x2 − 1 = t としてみよ）． 裏面にも問題がある

[ 2 ] 函数 f(x, y) = x3 + 3xy2 − 15x− 12y の極値について調べ，存在するならば，極大値，極小値を求めよ．

裏面に続く
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[ 3 ] lim
(x,y)→(0,0)

2x3 − y3

x2 + y2
を求めよ．

[ 4 ] f(x, y) := x + y − tan(xy) について：
(1) fy(0, 0) 6= 0 を確かめよ．
(2) f(x, y) = 0 から，g(0) = 0 として（x = 0 の近くで）定まる陰函数 y = g(x) について，g0(0) および g00(0) を求めよ．
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